
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
二
十
八
回
）

「九
州
と
大
津

お

ほ

つ

皇
子

の
み

こ

」

～
那な

の
大
津

お

お

つ

と
二
上
山
～

・
九
州
北
部
に
位
置
す
る
博
多
湾
最
奥
部
に
あ
る
「
博
多
港
」
は
万
葉
集
に
詠

わ
れ
て
い
る
「
志
賀

し

か

の

島し
ま

」、
志
賀
島
と
九
州
本
土
を
繋
ぐ
「
海
の
中
道

な
か
み
ち

」
と

「
能の

古
島

こ
の
し
ま

」
に
囲
ま
れ
た
天
然
の
良
港
と
し
て
、
古
来
か
ら
「
那
津

な

の

つ

」「
那な

の

大
津

お

お

つ

」
あ
る
い
は
「
袖そ

で

の

湊
み
な
と

」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
遣
隋
使
・
遣
唐
使
・
遣

新
羅
使
あ
る
い
は
南
蛮
貿
易
に
代
表
さ
れ
る
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
・
東
南

ア
ジ
ア
等
と
の
経
済
・
文
化
交
流
の
窓
口
と
し
て
栄
え
て
き
た
我
が
国
で
も

最
も
古
い
国
際
貿
易
港
と
い
わ
れ
て
い
る
。

・
今
も
博
多
港
は
九
州
・
西
日
本
の
海
の
玄
関
口
と
し
て
、
ま
た
、
ア
ジ
ア
・

世
界
に
つ
な
が
る
拠
点
港
湾
と
し
て
、
今
日
も
さ
ら
に
発
展
を
続
け
て
お
り
、

博
多
港
埠
頭
か
ら
港
を
眺
め
て
い
る
と
多
く
の
大
型
船
舶
、小
型
船
舶
が
頻

繁
に
行
き
来
す
る
の
が
み
ら
れ
る
。

・
奈
良
時
代
に
完
成
し
た
「
日
本
書
紀
」
に
は
斉
明
七
年
（
６
６
１
）
一
月

に
百
済
を
助
け
て
新
羅
を
討
つ
た
め
に
斉
明
天
皇
一
行
は
難
波
か
ら「
御
船

を
征
西
に
出
発
。
」
と
あ
り
三
月
に
は
「
御
船
は
娜な

の

大
津

お

お

つ

に
着
く
」
と
あ
る
。



・
こ
の
「
娜な

の

大
津

お

お

つ

（
那
津
と
も
呼
ば
れ
た
。
）
」
は
日
本
歴
史
地
名
大
系
に
は
「
古

代
の
津
の
名
で
那
珂
川
の
河
口
付
近
に
あ
た
る
か
。」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

・
現
在
の
那
珂
川
は
福
岡
県
と
佐
賀
県
の
県
境
に
源
を
発
し
、
北
流
し
て
福
岡

平
野
を
貫
流
し
福
岡
市
の
中
心
部
か
ら
博
多
湾
に
注
ぐ
長
さ
３
０
キ
ロ
の
川

で
河
口
部
に
は
古
来
か
ら
娜な

の

大
津

お

お

つ

（
あ
る
い
は
那
津
。
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
博

多
港
が
あ
る
。

・
ま
た
「
日
本
書
紀
」
宣
化
天
皇
の
条
に
「
那
津
の
口
」
に
宮
家
を
修
造
し
て

屯
倉
の
稲
殻
を
集
積
し
て
非
常
時
に
備
え
た
と
あ
る
が
、
此
の
地
は
の
ち
の
大

宰
府
の
起
源
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
所
在
地
に
つ
い
て
は
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
現
在
の
博
多
港
口
か
ら
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
博

多
駅
の
南
に
位
置
す
る
福
岡
市
博
多
区
の
比
恵

ひ

え

遺
跡
に
比
定
す
る
説
が
有
力

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
福
岡
県
の
地
名
辞
典
に
は
「
日
本
書
紀
」
斉
明
天
皇

七
年
の
条
に
、
斉
明
天
皇
が
百
済
救
援
の
た
め
に
西
下
し
た
際
に
み
え
る
「
娜

大
津
」
も
同
地
で
あ
ろ
う
と
記
さ
れ
て
い
る
。

・
現
在
、
博
多
港
の
埠
頭
付
近
に
「
那
の
津
」
と
い
う
町
名
が
あ
る
が
、
こ
の

町
名
は
福
岡
市
中
心
部
周
辺
の
古
代
地
名
「
那
津
」
に
由
来
す
る
。
と
あ
る
。



（
写
生
地
）

・
今
は
福
岡
湾
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
そ
の
地
に
倉
庫
な
ど
の
建
物
が
多
く
建
ち

並
び
古
代
の
港
の
面
影
が
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
い
る
が
、
港
に
発
着
す
る
多
く
の

舟
が
往
き
来
す
る
那
珂
川
の
河
口
付
近
に
あ
る
博
多
港
埠
頭
か
ら
「
娜
大
津

（
那
津
）」
の
後
身
と
い
わ
れ
て
い
る
博
多
港
を
描
く
。（
杏

花
）



・
前
田
淑
氏
著
「
大
宰
府
万
葉
の
世
界
」
に
は
日
本
書
紀
に
あ
る
斉
明
七
（
６

６
１
）
年
に
我
が
国
が
国
を
挙
げ
て
新
羅
征
伐
に
ふ
み
き
り
大
軍
団
を
も
っ
て

難
波
を
出
発
し
、
瀬
戸
内
海
を
運
航
し
筑
紫
へ
む
か
う
途
中
、
船
団
が
備
前
国

大
伯

お

お

く

の
海
（
現
・
岡
山
県
邑
久
郡
の
沖
合
。
）
に
至
っ
た
時
に
斉
明
天
皇
の
一

行
に
従
っ
て
い
る
大
海
人

お
お
あ
ま
の

皇
子

お

う

じ

（
後
の
天
武
天
皇
）
に
嫁
い
だ
大
田

お
お
た
の

皇
女

ひ
め
み
こ

は
船

中
で
女
の
子
を
出
産
し
た
が
、
そ
こ
が
小
豆
島
北
方
の
大
伯

お
お
く
の

海う
み

だ
っ
た
の
で
誕

生
地
の
名
に
よ
っ
て
「
大
伯

お
お
く
の

皇
女

ひ
め
み
こ

」
と
呼
ば
れ
、
後
年
、
弟
・
大
津
皇
子
の
悲

劇
と
か
か
わ
り
、
す
ぐ
れ
た
万
葉
歌
を
遺
し
て
い
る
。
と
述
べ
る
。

そ
の
二
年
後
の
天
智
天
皇
二
（
６
６
３
）
年
に
大
田
皇
女
は
滞
在
中
の
筑
紫
の

娜
大
津
（
那
津
）
に
お
い
て
大
伯
皇
女
の
弟
に
あ
た
る
男
の
子
を
出
産
し
た
。

こ
の
皇
子
の
名
は
娜
大
津
（
那
津
）
で
誕
生
し
た
こ
と
か
ら
そ
の
地
名
か
ら

「
大
津

お

お

つ

皇
子

の

み

こ

」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
だ
と
の
説
が
あ
る
。

・
そ
れ
か
ら
二
十
四
年
を
経
た
朱
鳥
元
年
（
６
８
６
）
十
月
、
大
津
皇
子
は
謀

反
の
か
ど
で
処
刑
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
万
葉
集
で
は
悲
劇
の
皇
子
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

・
大
津
皇
子
は
処
刑
さ
れ
た
翌
年
の
春
、
大
和
国
原
の
西
の
果
て
に
、
秀
麗
な

姿
を
示
し
て
そ
び
え
る
二
上
山
頂
に
葬
ら
れ
た
。

・
大
津
皇
子
の
死
を
悼い

た

ん
で
、
万
葉
集
に
「
大
津
皇
子
の

屍
し
か
ば
ね

を
葛
城

か
づ
ら
き

の
二
上

ふ
た
か
み



山や
ま

に
移
し
葬は

ぶ

る
時
に
大
伯
皇
女
の
哀
傷

か

な

し
び
て
作
ら
す
歌
二
首
」
の
内
の
一
首

に
次
の
歌
が
あ
る
。

現
世

う
つ
そ
み

の

人
に
あ
る
我
れ
や

明
日

あ

す

よ
り
は

二ふ
た

上
山

か
み
や
ま

を

弟い
ろ

背せ

と
我わ

れ
見
む
」

巻
二
―
１
６
５ 

 
作
者

大
伯
皇
女

（
解
説
）
弟
は
遠
い
世
界
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
世
に
い

る
私
は
明
日
か
ら
は
二
上
山
を
弟
と
思
っ
て
ず
っ
と

私
は
見
つ
づ
け
よ
う
。

・
二
上
山
は
奈
良
と
大
阪
の
境
（
奈
良
県
葛
城
市
、
大
阪
府
太
子
町
）
に
あ

り
、
北
側
の
雄
岳
は
五
一
七
メ
ー
ト
ル
、
南
側
の
雌
岳
は
四
七
四
メ
ー
ト
ル

の
二
つ
の
山
か
ら
な
り
、「
ふ
た
か
み
や
ま
」
ま
た
は
「
に
じ
ょ
う
ざ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
大
津
皇
子
の
墓
と
い
わ
れ
て
い
る
墳
墓
は
、
雄
岳
の
頂

上
付
近
に
あ
る
。



（
写
生
地
）

二
上
山
北
麓
に
位
置
し
近
鉄
南
大
阪
線
「
二
上
神
社
口
」
駅
か
ら
徒
歩
約
１
５

分
の
奈
良
県
葛
城
市
今
在
家
か
ら
二
上
山
風
景
を
描
く
。

山
の
麓
に
は
日
本
最
古
の
石
仏
が
出
土
し
た
こ
と
と
寒
牡
丹
が
約
２
７
０
０

本
が
植
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
花
の
寺
と
し
て
有
名
な
「
石
光
寺

せ
つ
こ
う
じ

」
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
杏 

 

花
）

「
参
考
文
献
」

・
福
岡
県
の
地
名
（
日
本
歴
史
地
名
大
系
４
１
）・
角
川
・
地
名
大
辞
典
・
福
岡
県
百
貨
事
典

・
那
の
津
を
拓
く
ー
運
輸
省
第
四
港
湾
建
設
局
・
前
田
淑
氏
著
「
大
宰
府
万
葉
の
世
界
」
な
ど


